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Ｓｈｉｎｏｂｕ ｏＲＩＫＵＧＨ１（Ｃｈ６ｋａｓ王ＩＡＫＵ），Ｓ Ｗｏｒｋ

座右に在るところの く折ロ信夫（釈巡空）全集）〉３２巻は， わずかに折口信夫像の方尖塔でしかな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オベリスク

い． この底辺その基層が， どこまでのびひろがっているものか，とてもとても測り知るすべがない

からである． もし仮りに「釈遥空」のフィール ドをたぐって，創作関係を処理してゆき，学術のトポ

ロジ←は折口信夫だけをもって，認識しにかかるとしても，まず既成の類概念が， あてはまりよう

もないし，通俗の尺度ではどうにも， 用をなさないためである．というのは単に国文学とか国語学

ではない，加えて民俗学を方法論とし，神道学を演輝してきている． かつて こういう学術様式は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

えんえき

どうも日本にはなかったものである． つまり空前にして唯一の精神エネルギ←， するとやはり折

口信夫は， ＜天才＞とみとめるよりほかにない． なるほど人びと讃えて 「折口学」 というゆえか．

ペンネームとしての 「釈超空」 は， 明治４３年 （１９１０）１０月１０日発信の絵はがきに， 現存資料のう

ちではじめてみえるところ （全集３１巻）……，ときにかぞえどし２４歳， ７月には国学院大学の課程

を卒えている． 提出論女は 「言語情調論」（全集２９巻） だった． 古典語のイデオマトロジ←をつき

とめた前衛作業である， のちほど芸術化して，「古代感愛集」 に結晶してゆく次元だ，というより

折口学の座標軸は， なにかにより言語情調論から発している． 大正２年（１９１３）３月におよび， 柳

田国男主宰して雑誌 「郷土研究」 がでる． まことこのモニュトメンタルな史実が， 折口信夫の運

命図を決定づけた． いちはやく１２月の郷土研究には， 「三郷巻談」（全集１５巻） をかかげている．

どれくらいショッキングな肝銘を駆りつけたことか，「三郷巷談」 目性のもつ価値が証明する． い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

え－
つぽうで現に柳田国男は，「折口信夫」 という本名を目して， だれか達人の隠逸擬態－－ロを折っ

て忍ぶ一一にちがいない， と思ったほどにおどろかしたという． すでにどこか完成したエレメン

トがあったのだから．

　

其間に俄かに， 一筋の白道が， 水火の二河の真中に， 通じてゐるのを見た． 柳田国男先生の

歩まれた道である． 私はまっしぐらに共道を駆け出した． けれども白道を行きつつも， 二河の

　

しぶきは， しきりなく私の身にふりかかった．

　　　　　　　　

（「海山のあひだ」 版）

　

とにかくこれが民俗学の方潮へ， ひたすらにすすむ主導契機となって，「髭龍の話」（全集２巻）

も送ったが， 柳田国男に直接まみえたのは， ２年もしてのちのことである． だから民俗学と対決

して， 遅疑 遊 巡 をくりかえした経緯は， まざまざと読みとられるであろう． でもついに新渡戸

　　　　　　　　

　　　　　　　　

稲造邸の郷土会例会にものぞむにいたった． 翌５年には万葉集２０巻に， フオクロリズムを導入し

て全訳しおわる （全集４・５巻）．このとし国学院大学に， 郷土研究会の創立をこころみる． みずか
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ら主宰し７年８月デ

　

雑誌 「土俗と伝説」 の編集責任を負う． フレトザ←の

　

”ＧｏｌｄｅｎＢｏｕｇｈ，， を

「金糎篇」 として抄訳している． 華麗な表現をととのえた日本初訳であろう． つづけて 「独楽の

話」 をハッドンの著作からも……． 民俗学史のうえで瞳目しなければならぬ事跡だ， あげて１月

には国学院大学講師， ときとして「万葉集辞典」（全集６巻） が上梓のはこびになる． 万葉集だけの

辞典形成としても， まさしく先駆だったばかりか， 民俗学の思ｖ隊を自在に， 展開させて好典型を

しめす．

前後のころしきりに東北へ九州へ採集に旅だっ． ９年 （１９２０） から１０年にかけて， 国学院大学

で 「民間伝承学」 を講ずる．２５年をへだてて昭和２１年 （１９４６） に， 「神道概論」 のカリキュラムを

組むのと呼応するであろう．１１年の夏のふた月， 第１次琉球行にあてて， 帰路は壱岐に転じた．
「沖縄探訪手帖」 （全集１６巻）・「壱岐民間伝承採訪記」（全集１５巻） が， そのおりのメモランダム

である． １１年４月に国学院大学教授， さきだって１月に文学雑誌 「白鳥」 を発刊におよぶ， ここ

に 「白鳥」 と名づけているところ， 折口学トポロジーの象徴がある， 白鳥は霊魂のメタモールフ

ォゼ． 民俗学を超えて人類学からも…．１４年に短歌結社 「とりふね （鳥船）」 をおこし， 「くぐひ

（鵠）」社同人の雑誌 「くぐひ」 を指導したことも， 一連の系譜につながっている． 白鳥も鵠でも

鳥船にしても， 本質は同心円のうえにある． 明治３３年 （１８９９）１３歳にして， 雑誌 「帝国文学」 に

のった高木敏雄の 「白鳥処女伝説」 が， 古代学に因む知性開眼の端緒という． してみると深層心

理の機能によって， 定向進化をとげつつあったことは， 否めないヶ←スであろう．１２年の５月に

いたって，「世界聖典全集」外纂に「琉球の宗教」をかく． 創作の感受をもってして， 沖縄を 「をと

めの島」 とうたう．前近代のリアリズムをみている．昭和１７年にした日本諸学振興会の国文学特別

学会の講演 「古代日本文学における南方要素」（全集８巻） への主導契機をなす．７月２０日から第

二次琉球行， それに前島列島の伝承をもとめて発つ，あゆみすすめて台湾におもむく●．ルポルター

ジュは「沖縄採訪記」（全集１６巻） としてまとめられた． 昭和３年（１９２８）４月に慶応義塾大学教授，

芸能史の体系化をはかる．ゆたかにみのり熟して１８年４月，大日本芸能学会がうまれて会長の任に

就き， 監修して機関誌「芸能」をだしてゆくようになる． ４年より５年にまたがって，「古代研究」

三部作を開板する． 名著のほまれきわめて高く， すこぶるジャーナリズムをにぎわす． そのうち

の万葉集研究を主軸とした論文グループによって， ７年３月１日付で文学博士の称号をうける．

　

ちょうどこのころ大学に進んだときだったので， どうしたら先生の学問を まなぷことができる

であろうか， と不遜ながら捷径についてうかがってみた． すかさずまず「古代研究」全ページ， ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌよう“Ｌ．

る暗記しなさいといわれた，１０年もおしつまって第三次琉球行をいそぐ， それで「万葉集総釈」巻

１４の脱稿に，連日深夜まで手伝った． この年暦以後には採集の旅泊からもどると，想念を凝らす生

活法を欲して，とりわけありあまる雑務より身をかくし，しいて戸をかたく閉ざしてひそやかに，

それから箱根仙石原に山荘をいとなみ，「樫隠居」 また 「叢隠居」 と称した，資料と実感と推理と

が， 交錯して発展するュニ←クなメカニックを， 博士の立場はもつゆかりであろう． 国学院大学

では１５年４月より， あらたに民俗学講座を設け， さらに民俗学資料室を整備する． 日本で民俗学

が大学の講座として， 網組されたのはこれをもって濫腸とする， つぎのとし 「日本芸能史六謎」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

らんＬよう

（全集１８巻） を版に活かす．民俗芸能の軌跡の脈絡を追尋した， わが国はじめてのプロレゴメナ．

２２年１０月には 「日本文学の発生序説」 が単行本として……， 国文学・民俗，学・神道学を習合し複

融させた， 稀有の理想像をかかげる，

還暦を祝うため雑誌 「民間伝承」 は第１１巻の第１０・１１号を合併し， 「折口信夫博士還暦記念特

輯」 を送り， 民俗学界こぞって碩学の鴇徳をう・たひあげる． 「古代感愛集」をもって２３年５月には
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芸術院賞を受けた， 選ばれて１２月に第１回日本学術会議会員に， ふたたび２６年 （１９５１） に日本学

術会議会員となって， 死にいたるまで任に在った， ２４年９月の日本民俗学大会で 「日本民俗学の

領域」を論じ，１２月 「民族学研究」 に柳田国男との対談「日本人の神と霊魂の観念」， あげて２月に

は 「民俗学から民族学へ」 ……， この夏かけて 「日琉語族論」（全集１９巻） をしたためる． とくに

文明批評精神の光巴が， ひろがりふかまりつつあった確証にほかならない． 昭和２０年代わけても

発想技法は長詩形をとりはじめたが － 「近代悲傷集」・「現代艦襖集」－， それは戯曲にまでいそ

しむエネルギーとも，回転軸において漁るものではない． みまかる２ヶ月まえ「日本科学者名鑑」

には， 研究主題として 「万葉集の基礎的研究」・「日本における霊魂信仰の研究」ふたつを申告し

ている． 窮極のところここへ帰一するのであろうか．２８年９月３日午後１時１１分，６７歳をかぞえ

てとこしえに……

　

誘因は文字どおり自他ともに不測の胃癌だった． 遺骨を能登羽咋の一ノ宮の海に のぞむ沙地に

葬る， さすがに目撰の墓碑銘さえも， たぐし・を絶して古今にも東西にもならぶものとてない． 松

かぜ風風としたところ童貞釈遥空鎮魂の曲として，

　

ーもっとも苦しきたたかひに， もっとも苦しみ死にたる， むかしの陸軍中尉折ロ春洋， ならび

　　

にその父信夫の墓，

　

分骨して大阪木津の願泉寺の累代の墓へ， としこえて２月には国学院大学に， 折口博士記念会

が結成された．「折口信夫全集」 の第一巻が，中央公論社より２９年１０月に，それから巻ｔ快をかさねる

．こと３１，刊行は３２年４月をくぎりにしておわる， やがてこの索引１巻が３４年５月にまとめられた．

だがまだ続刊中の３２年２月２８日，「折口信夫全集」 は日本芸術院恩賜賞受賞に決定……． 選考委員

会があげて推挙におよぶときく． いわば没後の対象受賞として前例をみないものである． だから

その人生条件この学術エネルギー， 要するになにもかもことごとくが， すべて普通と秩序を異に

し， もちろん質量ともどもまるでちがう．

逼 空 の 芸 術 工 程

ー

　

葛の花踏みしだかれて， 色あたらし， この山道を行きし人あり

　

処女歌集初版本く海やまのあひだ＞の開巻第１の歌である． 大正１０年 （１９２１） の夏にはじめて，
壱岐へわたっての印象定着だが， 発表はおくれて大正１３年だった． とりわけこの詠吟は， 釈逼の

かぞえどし３８歳を， 記念する作品に値する，「葛の花……」 にみちびかれる 「鳥山」・「蛋の村」

の連作は， ひとまず律女スタイルの表現に属するのであるが， 散文化されたものにはルポルタ←

ジユ 「海道の砂」， それから昭和２年 （１９２７） ９月の民俗学稿本 「雪の島」 があった． 大正１０年の

７月から８月に， 一回目の琉球行をはたし， 帰路は転じて壱岐にむかったが， 琉球へも壱岐へも

比較研究を目的とした， フォクロア採訪のためである．１２年５月に 「琉球の宗教」 が成立し 「世

界聖典全集」 外纂に修められて， これが折口信夫の 「日本文学の発生」 諸篇の主導契機をいざな

う． ふたたびその７月２０日には， 琉球および先島列島のフォ クロァをもとめてたつ． これまでの

踏索のプロセスを 「古代研究」 三巻に輯録する． みたび沖縄へは１０年 （１９３８）１２月１５日から１１年

（５０歳） １月２３日のあいだ……， この舟航・空路の往還がもたらした絶大の効果は， 民俗学の業

績として 「琉球国王の出自」 －伊波先生記念論文集 「南島論叢」 －が，タ漣性の好 典型 を かた ど

る． それよりも割目しなければならないのは， ＜古代感愛集＞の基軸となったＬ「千瀬の浪」・「父
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の島母の島」・「沖縄賦」・「古びとの島」 の汗情詩篇を経て， 「月しろの旗」 （一藩主第１世尚氏

父子琉球入りの歌１ ）・「海の賓客」 （一月しろの旗２－）・、「佐敷按司」 （一月しろの旗３一）

の叙事詩篇三部作へ， つぎつぎ展開をあふりたててゆく連環作品の出現だった．

　

まったくこういう文学の形成工程は，古事記・日本紀の神代巻から，神武天皇のくだりへまたが

る経緯と， たどる軌跡は同一である． 古代語部の近代身証としての発想法にほかならない． 近代

随一の霊媒質のパトスのゆえであろう， 琉球国の創世紀・沖縄史の序章が， 鮮烈にして壮麗に昭

和詩人の新感覚にうつしとられ， まことに未聞にして無比の幻をえがきだす． さかのぼって昭和

８年１月の 「改造」 にのせた，「大倭宮廷の楓業期」 とも照応するメカニックであろう． もちろん

詩と論文とでは， 様式として成立時限においても， いかにもちがうわけであるけれども， ともに

ふたつにかよう本質は， すこしもかわるところがない， 資料と実感と推論とが， 交錯して組織だ

っ独目の弁証論理である． 民間伝承の採訪にあたって， 山村・海邑がたもつ古典感覚を， 直椴に

享受し繊密に心象化させ， そういう生活法の回転軸に即して文献にむかい， つづいてさらに採訪

の途次に， 認識のかたちが綜合的にまとまってくる． つまり知性と事象との循環・即応に立脚さ

せた新実証主義である， だから博士の学術操作は， 必然的に発生論につらぬかれている， 展開位

相の諸契機をたどって，関係秩序を追いもとめ証明づけることにある．とくに顕著な態度として，

時空の脈絡を逆にさかのぼらせてゆくことである． 所詮フォクロアの構造史そのものが， 時空の

たてよこを超えているからでもある．

　

それに人間というものは， 精神を回帰させ追体験することが可能である． 自己の精神生態をよ

すがとして， 社会・民族・国家の史的条件さえ， そのひとつびとつの既往を透視し， それをそこ

で再現してゆけるのである． 発生の順と回帰の逆とが， モンタージュするところの座標をめぐっ

て， 古典的実存・歴史的現在を心象・事象の次元として， 位置づけられるためであろう． したが

って芸術上の古代は， ある点で近代よりも近代風になるわけである． まして古代への感愛は近代

の悲傷を前提とする． 近代といどみたたかう文明批評が， ひらめかす肢耀である． 流行と不易・

退転と不退転，この思惟にもとづいて，抵抗も破壊も意義と価値とをもち， モラルとしてもうけと

められるであろう． 人間のいのちが要請してくる新論理は， 論理そのものからみちびかれるもの

ではない． 学術・芸術から誘致された内面律動が， 社会的アッピールや人間慣習の課題を意識し，

そこからうちだされて具体化をとげた生活規範が， ひるがえっていのちの新論理をかたちづくる

のである．

　

＜折ロ信夫 （釈逼空） 全集＞の３１巻は， のちに 「索引」 １巻を添えて完結して， 日 に芸術院恩

賜賞をうけるにいたったが， すでに昭和２３年には， 処女詩集のく古代感愛集＞が第１回の芸術院

賞を得ている． 全集の上梓中は発行部数のペースが， いささかもくずれなかったという． ジャー

ナリズムのうえでこういう現象は， すこぶる異数の事跡ときく． けれども博士は存命のあいだ他

にくらべて， あまりに報いられることはとぼしかった， 芳烈をきわめてかがやく英知は， その発

想法までも独創特立して， 風格が高踏でありすぎたから， とかく安易にさわぎがちな低俗の世間

にとって， つまりなじみにくかったこともたしかにある． いつもふたつの大学一国学院と慶応義

塾と一の教室は学生であふれていたが， 博士の講義を聴きおわって， とても心身つかれてぐった

りしたものである． まともに学問 の情熱で的かれたあとのこころよさに， 荘惚と魅せられきって

ゐた証拠である．

　

だがまるでわからないというつぶやきさえも， ときとしてささやきかわされていた， まさしく

常識とか既定の顔概念とかを隔絶していたからである． もうひとつには時めくァ，カデミズムと，

－１７

　

－



折口信夫（釈道空）の芸術・学術

かけはなれているためでもある． 博士の票質が俊適にして卓抜だったばかりでなく， 学術形成に

とりあげた方法論は，「民俗学」 というそのころ新しいだけに， 多少とも不安がられた立場から，

処理されて行ったゆえである， というわけはこれまでの国文学が， 訓話・考証にあるのでなけれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

． くん

　

こ
ば， 本文校訂にいそしむよりほかになかったのである． どこまでも文献至上主義の底辺を逸して

はならなかった． わずかに精神史か社会史かにささえられている研究があっても， たとえば鶏を

さくのに牛刀をもちいたようなものしかないのであった． だから多彩な才能発現ということが，

すこしも緊要ではなかった． ただここでハイライ トがあてられることは， 一にも二にも門閥のか

らくり・たてひきをめぐってばかりだった， 実のところ学統と称して，・因循はてしない排他より

みられなかった． こういう学界の波浪の牙をねじふせながら， 孜孜として＜折口信夫 （釈遥空）

全集＞をきずきあげるためには， 全生涯を童貞・単身でとじてゆかねばならなかった．

嬢子撃
をとめ

　

ほか

　　　

をとめありき， 野毛の山に家ありて日日いで遊びき， 血を吐きて臥し， っひに父母のふ

　　　

る国に還ることなかりき， 稀々は， 外人墓地の片隅にその石ぷみを見ることありき． い

　　　

しぶみは， いと小さく，てありき， さて後， 天火人火頻りに競りし横浜の丘に， 亡ぶるこ

　　　

となく， をとめの墓は残りき，

一ただ暫し， まどろみ党むるかそけさは， 若きその日の悲しみの如

一青空に

　

白き脚瞬の散りまじり

　

時過ぎしかな． ここに恩へば

←山ぎはの外人墓地は， 空青に茜匂へり． のぼり来ぬれば

－くれなゐの野櫨の花のこぼれしを

　

人に語数 ，

　

かなしみなむか （昭和２８年作・全集２２巻）

　　　　　　　　　　

　　

　

　

モデルとしてこのおとめには， きまった女性があることであろう， だが文学のヒロイ ンとして

のおとめにとって， 事実の因由などはどうでもよい． それよりも「をとめ墓」の文学語莫ならば，

「万葉集」 巻３の 「勝鹿の真間の娘子の墓を過ぎしときに， 山部の宿綱赤人の作れる歌 ………」

（４３１）， また 「万葉集」 巻９・巻１９にもあるとおりである．

葦屋の処女の墓を過ぎしときに作れる歌……
あＬのや

　　

をとめ
÷いにしへの

　

ますらをとこの

　

相続ひ

　

妻間ひしげむ

　

葦屋の 菊原処女の

　

奥津城を

　

わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

が立ち見れば…

　

語りつぎ

　

しのびつぎ来し

　

処女らが

　

奥津域どころ

　

われさへに

　

見れ

　

ば悲しも

　

し・にしヘ恩へば

　　　　　　　　　　　　　

（巻９の１８０１・田辺福麻き，歌集）

　　

菟原処女の墓を見る歌……

一葦屋の

　

菟原処女の…

　

垣をまなす

　

人の謙ふとき

　

血沼壮士・菟原壮士の…相ょばひしげる

　

ときは…

　

遠き代に

　

語りつがむと

　

処女墓

　

なかにつくりおき

　

壮士墓

　

こなたかなたに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４と０」｝づ豹・（段カリ

　

つくりおきける

　　

ゆゑよし聞きて

　　

知らねども

　

新喪のごとも

　

奥泣きっるかも

　

（巻

　

９の１８０９・高橋虫麻呂歌集）

反歌

－葦屋の菟原処女の奥榔を往き来と見れば実のみし位かゆ

　　　　

（１８１０）

　　　　　　　　　　　　　　　　

おくづき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２ュ

一墓の上の木の枝なびけり聞くがごと血沼壮士にし寄りにけらしも

　　　　

（１８１１）

これに対してのちに，大伴家持の「処女墓の歌に追ひて和ふる一首」 （巻１９の４２１１）がある． 「大

　　　　　　　

こた

－１８

　

－



中

　　

塩

　　

清

　　

臣

和物語」 の１４７段から謡曲 「求塚」 －処女塚の説伝←それに 「艶道通鑑」 へ， 森鴎外の 「生田川」

・菊地寛の 「慈悲心鳥」 へおよぶ序列の原形質である． 妻あらそいの伝説圏のうちで， 纏児・桜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

かつらこ

　　　

さく
児型から一転じてぅないおとこ・ちぬおとこふたりの墓も，「処女墓」 をなかにさしはさんである

とうたう屈折をもつ， こういう説話法のおとめは， 古代の 「神の嫁」 －たなばたつめ （棚機津女）

－の文学化した形象のほかのものではない，「嬢子墜」のヒロインが， 近代の悲傷を透して活かさ

れているのは， いってみるとリアリズムからである． ところがこの類縁をたぐるならば， 博士の

作品史にだけ徴しても先縦がある．

　　　　　　　　　　　　　

ブロト・タイプ

　　　　　

門中頃事

　　　

…ここにも一人の男がある， …中年にして， 門中になじみを深めて来た者であって， 私

　　　

の懐く新倫理主義の拍子に，一つ鼓動を縛ってゐるやうに見えた， 妻なる者は，久しく私

　　　

の家の脂を預けた女子． －旦， 私および彼の先妻の迂闇をひそかにわらひつつ， 相かた

　　　

らふなからひを， 彼等が契るや， 私は労役を意とせぬ忠勤の蝉を失ひ， 家を逐はれた人

　　　

となった彼の妻は， 泣いて備後の山村に還らねばならなかった， その後二年， また先夫

　　　

人と同じ境遇が， 後の妻の上に来た…， …妻なる女子の心は， 純にして粗， 都に住み馴

　　　

れて， なほいまだ， 安房の岬の潮の香を失はなかった， 無知に近い彼女の情念が， 身の

　　　

あるさまを， どう思ひ回してゐることであらう．

－をとめ子の守りしくりやは， 駈蛸鳴き

　

冬菜凍みつき， 秋

　

冬を経ぬ

－おもかげに

　

たつふる里や． 海凪ぎて， 今日しも

　

人は， 潜きしてゐむ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

ーもの知らぬ郡っ女を

　

よしと

　

嫁ぎけむに． この

　

情濃き直妻を

　

あはれ

－をみな子は， すべなきものか． 病みて子を産み， 悪みし人は

　

家に来たらず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

タノ

ーをみな子は， さびしかりけり． 身の壮り

　

ふみしだかれて， なほ

　

恋ひむとす

－寝し夜らの

　

胸触る時の， 身に染みて

　

忘れぬものを

　

あはれと恩へ

－わが家のくりや処女は， 赤ら頬のすこやかにして， 汝に思はれし

一世の溌季の誠と思はむ． 恋ひびとぞ

　

もの言ふ時に， わな きにけり…

　　

（昭和２年・「春

　　

のことぶれ」）

　

「嬢子墜」 のおとめと 「門中墳事」 のおとめと， まったく別人であるとしても， 同一人であっ

てもさしつかえない． 甲『中頃事」 の安房おとめは， 石見おとこに妻問いされて， 薄命の人間苦に

働く． いにしえのぅないおとめ・纏児・桜児は， 神の嫁としての純潔維持・貞操証明のために入

水・溢死し， うつし世の安房おとめは， 人の嫁として神聖冒流・霊性失格のゆえに罪と罰とに裂

く， 近代悲傷は 「肉」 への凝視に発し， 古代感愛は 「霊」への憧襟に根ざす． だが悲傷とは否定・

感愛とは肯定を意味しない． まして二律背反ではなおさらない． だから悲傷というのも， アイロ

ニーにすぎない． それで感愛と名づけるのも， パラ ドックスであろう，．女明批評精神のおもむき

いたすところにちがいない． 近代人としての古典学泰斗の当然の帰趨であろう，

古代エネルギ←の具象ケースは， アメリカ占領統治のはじまる最近まで， 琉球の生活様式のう

ちに厳存しつづけていたのである． そういう琉球が 「をとめの島」 として， 楓詠されている来歴

は明白であろう．

　　　

地べたから１０歩２０歩， 深いのになると，４・５０歩もおりねばならぬ水汲み場さへ， 稀では

　　　

ない． 降り井・穴井など， 方言ではいふ，

　　　　　　　　　　　

　

　　　

　　

　　　

　　　　

　

－をとめ居て， ことばあらそふ声すなり． 穴井の底のくらき水影
アナ

　

ユト

ー１９

　

－



折口信夫（釈遜空）の芸術・学術

－処女のかぐろき髪を

　

あはれと思ふ， 穴井の底ゆ， 水汲みのぼる

－島の井に

　

水を戴くをとめのころも． その襟細き胸は

　

濡れたり

島をみなの， 戻りしあとの静けさや． 縁の明りに， しりのかたつけり

　

「海山のあひだ」）

　

羽衣縮調－白鳥処女説話 （くぐいおとめのものがたり） の現実ではないか．「門中蹟事」 の安

　　　　　　　　　　　

スワン

　

．メイドン・タイプ

房おとめの， はるかに未生前のものであろう， 古代にさかのぼるほど， 水汲むほとりが， 神人相

婚・霊肉合一の場として， 羽衣紛議発生のタイミングをもつ． けれども 「万葉集」 の作品構造で

さえも， こういう天人女房の時空をうたっているのではない． それより後代のいとなみをみつめ

ている． してみると純客観の態度におさめてある． つまりクラ シズムからリアリズムへ…， とこ

ろでもう万葉びとにとっても， 文学でしかなかったものが， なお 「をとめの島」 琉球では， 日常

の生活規範だった． さらに作品路線をたぐると， 「門中蹟事」 の以前が設定されている．「をとめ

に誠ふ」・「石見の国」 の吟唱である． すこぶる組歌化の機能をふかめ， 叙事詩風の構成をつよめ

ている．

をとめに誠ふ

ー阪のぅへに， 白くかがやく

一ゆくりなく

　

電車どほりに

一下蝉をとりて

　

′、シタメ
往にたる門弟子も， あやまりて来よ

町の屋ね， ひたぶるにわれ

　　

をモ

出たりけり， 我は

　

あゆまむ． 面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　　　

やます

　

て

　

よ． のどけき

人を憎まむ

ひたあげて

此のごろ

（大正１０年・

一人みなのぅとみに馴れて

一をとめ居て， 起ち居

　

＃

て

　

住むわれを． をとめはしたも， そむき行きけり

寝し居間を見たりけり． あはれに結へる

　

残り荷の紐…

石見の国

磯に向ひて， ひろき道． をとめ・一人を

通磨の磯べを 行きし子は， このゆふベ

一連磨の海

一家群なき

おひこしにけり

家に

　

到りっらむか （「春のことぶれ」）

　

いま石見国運磨郡の海岸に菟原の地名がある．「…をとめ一人をおひこしにけり」・「…行きし子

は…家に到りつらむか」 という発想法には， 万葉のぅないおとめの古典幻想がモンタージュされ

ている， 現実のおとめであったとしても， 同時にうないおとめの化身であろう． むしろこのメカ

ニズムそのものは， 自他統一・主客末分の心象風景というよりも， 逼空の視界に点じられた白日

夢であろう． 時間の関係も空間の位置も抽象化されている． 虚実ふたつの映発するところ， ここ

に創作の愉悦がひそむ． そういう表現内容は，「嬢子塑」 の連作中の後段と， まるで没交渉であろ

うか．

－日本の浪の音する 静かなる日に

　

あひしよと

　

言ひはるものを

－我っひに遂げざりしかな。 青空は， 夕かげ深き

　

大海の色

－赤々と， はためき光る大き旗－． 山下町の空は

　

昏るけど…

　

かならず副意識において承接し合うもの， ちょうど地下水みたいに通ずるものが， 成立時限を

へだてて脈絡たがいに， 一貫していることはあきらかである． 共鳴腔はひとしいとみることもで

きるであろう． また性格が 「嬢子撃」 とはちがうけれども， 処女の死をうたいあげる葬送曲とし

て， 旧作にかかるものはある．

め

　　　

ひ

私の姉なるその母と，１１・２の頃から， 私の生家に来てゐた女蛭福井富美子は， 去年女学

校もすまして， 今年１９になってゐたのであった．

－

　

２０

　



中

　　

塩

　　

清

　　

臣

－わが家のひとり処女の， 常黙すさびしきさがを 叱りけり． わが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ツネーモタ

ーをとめはも． 肩の太りのおもりかに， 情づかず見えし その後姿はも

一われの家にをとめとなりて， 糾ね髪

　

たけなるものを 死なせつるかも

一茨田野の水涌き濁る塚原を， 処女の家と

　

思ひ堪へめや

　　

（大正８年・「海山のあひだ」）

　　　

マムダノ

改造社版＜海山のあひだ〉で 「処女の家」 とあるところを， 養徳社版 「逼空歌選」 では 「処女

の墓」 になっている， ことに 「茨田野の…塚原を， 処女の墓と

　

思ひ堪へめや」 の声調と修辞と

をみよ． それに茨田といえば， さ して菟原から遠いところではない． なるほどうつしみが， まさ

　　　　　　　　　　　

まん桂

目にうけとめている実存であろう， けれどもこのセッテングは， 古典幻想を溶明させた二重構造

の演出ではない， とだれがどうしていいきれよう． 選空芸術の批判に馴された直観だけが， こう

いう因子分析をゆるすであろう．

　

ー

　

ゆふぐれは雲のはたてにものぞ恩ふ天つ空なる人を恋ふとて

　　　

（古今集巻１１の４８４）

　

－

　

いまぞこれ入日をみても思ひ来し弥陀のみ国のゆふぐれの空

　

（新古今集巻２０の１９６８）

　

小説＜死者の書＞のヒロインは， 恵美朝臣の姪の横風家の郎女， 神さびた常処女としての 斎き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゑ

　

み

　

の志

　

そ

　

み

姫， つたえていうところの中将姫である． もっともはやく大正１０年ごろ， 中将姫を主 題 と した

く神の嫁＞， という短篇未完のものがあった （全集２４巻）． その結集板として２０年のちにまとま

ってきたのが， やがて＜死者の書〉となったわけである． だが〈死者の書＞がたもっァィデァは，

やはり大正１０年の創作詩篇＜おほやまもり＞を原形質とする． それはく古代感愛集＞の一部とし

て， おわりのところに収録されている．「山越しの弥陀」 へ転化したのは， 中将姫を介して日想観

におよび，それも二上山のふもと源信僧都のふるさとが，地縁・血縁おなじ飛鳥びと釈逼空のノス

タルジァを戯烈におびきよせたからであった， なにかによりまず 中将姫とは， 霊 媒 質としての

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

よりＬる・おぎＬる

聖処女のことである．中将は中乗とも中寿ともしるす， さて中寿とは，千寿・万寿・安寿・力寿・

愛寿・清寿・覚寿…， とよぶような唱導派の女性宗教家のひとりである． 座祝を意味する 「中乗」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

力かのり

（中告） から 「中居」 → 「中 （仲） 居」 と名実ともにうつり， しだいに男性の役儀としてもおこ

　　　　　　　　　　　　

なかおり

　　　　　　　　

な

　　　

か

　　　

い

なはれてゆく． べつに男性ならば Ｆ・阿弥陀仏…・阿弥陀…・阿弥 一 阿といっ～榔 』 のことであ

る． 表記法を 「中将」 に定着させると， 武官職として解釈づけらオ るようになり， たとえば 「在

中将」（「更級日記」）・「在五中将」 （「狭衣」）とか，「実方中将」 （「枕草子」・「実方朝臣集」） と

か，紀伝風にもととのえられてゆく．伊勢物語の発生の根基にかかわるであろう． まさに女性霊媒

をさして中乗姫から中将姫へ， ひとり横ｆ嵐家の郎女に局限されるものではない． だが横侃家の郎

女へ託してきている伝承でさえ， 鼻陀羅縁起はじめすでに故事旧聞に属する． 虎御前の類概念と

して， 化粧坂の「少将」もこの座道の序列…． もとより神語一詔勅のことにあずかりつかさどった

　　　　　

け

　

ぼい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

かむがたり

　

みことのり

ところから， 「中書」にも擬するし「中務（なかつかさ・なかのまつりごとのつかさ）」にもあててい

る，ゆかりをとどめるいくたり・かの中務のうちで，「中務集」の中務とか 「中務内侍の日記」 の中務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

方かつかきのないし

　　　

に

　

き

は，後官女房としての面目ことにいちじるしい． また宣旨の管理が「中納言」（なかのものまうすつ

かさ）へも，「中宮職」（なかのみやのつかさ）へもわかれて行ったが，帰する宗教事態はひとつであ

る．神道のうえの中案が，空也派の中寿としても，分化した軌跡の論証は，決して不可能ではない，

－聖道者…衆徒・阿閣梨・別当・児・御童子・行人・山伏・中方以下之法師…

　

（「化城咲具」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もご

　　　

みとう

　

し

　　　　　　　　　　　　　　　　　

力かのり

　

古代の聖処女は水涌くほとりで， 天上の神－いつも男性と思惟されていたところの一出現をま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

みあす１

一

　

２１一



折口信夫（釈道空） の芸術・学術

ちむかえていた． 神代巻の忌機殿の秘事の秩序に属する， だからあの記紀の海底の宮の井の物語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し・みはたどの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ’たつみ

から， 「妹背山婦女庭訓」 の杉酒屋の段の井戸がえまでもふくめて，

　

こういう伝承路線につなが

　　　　　　

いもせ

　

やまお

　

心

　

たていきん

る心意授受が，中将姫の鼻陀羅縁起の形成へのモチィフをそだててきたのである，つづいておとこ

神を， 色身の幻 「山越しの弥陀」 へ， 移調させ・るフィクション工程にしても， 史的必然にもとづ

く文化変容である， つまり後期の 「山越しの弥陀」 とは，
．前期の常世のまれびと神の転生異形で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いきやう

あろう， 日の神信仰にともなう水の 常処女の霊性が， 日本の女神の聖格をかたちづくった日の神

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いっきふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

かも方から

の使徒一日奉部・日置部←が，「聖」一日知 （ひじり） となったのも， 浄土教へ習合・溶融しての

　

ともべ

　　　

ひまつりべ

　　　

ひ

　

おき

　

べ

ちである． 衣を貸すエピソードは， 棚機まつりの民俗にからまっている． 近代日本のく死者の書

＞が， 古代エジプトのそれにもかよい， 漢土の 「穆天子伝」 のおもむきをもただよわせているの

は， 詩人博士の賦票をつらぬ．くエクゾチズムによる． すると中将姫の人間像に， 紀元前ヨーロッ

パの塩女のビイ ジョソがない， とはいえるであろうか． また嬢子隼のおとめは， ビラミットの底

ふかく常臥す， たわやめのバァリェィションではない， と弁白できるであろうか。

短歌遺稿

ーみつまたの花は咲きしか， 静かなるゆふべに出でて 処女らは見よ

－よき恋をせよ

　

と言ひしが

　

処女子のなげくを見れば 悲しかるらし

一戦ひのやぶれし日より

　

日の本の大倭の恋は 縁ろびたろらし

一戦ひに破れしかども

　

日の本の

　

恋の盛りを 頼みしものを

一戦ひの十年の後に

　

頼もしき 恋する人の上を

　

聞かせよ

－銀座よりわかれ来にけり． 一日よき友なりしかな． はろけき処女

　

（

追悼篇抄一 「倭をぐな以後」）

焚きあまし

－この里のをとめらねり来． みなづきの

　

夕かげ草の をまのを宝のとして

君にひたさる

（「短歌」創刊号一釈道空

－おもふことしばしばたがひ， おきどころなき身暫らく

　

君にひたさる

－こちよればも こちにとをより

　

なづさひ泰’ ほのに人香の・ 身をつつむ闇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヒトガ

ーわが恋をちからにたてし

　

天っ日の， まのあたりにし

　

おとるふる

　

見よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キ

　　　　　　　　　　

ヒトガ

　

ーわが恋をちからにたてし

　

天っ日の， まのあたりにし

　

おとるふる

　

見よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（「海山のあひだ」）

　

「短歌遺稿」 と 「焚きあまし」 との関係は， 釈逼空の文学史として， あたかも出発点と到着点

とをむすぶ位置づけをたもつ． ときに年次をへだてること５０年におよぶ． けれどもふたつの組歌

を綾なすメカニズムが， すっかり同質ではないか． すべてどの作家でも， 処女作へむかつて発展

する， ともいわれているが， 折口信夫の作品軌跡に徴して， ことさらにそういう確証をふかめる

ことは， すこぶる可能であらう． まず遺言にもひとしい歌の主題が， 「…処女らは見よ」 と 言 問

い， 「…大倭の恋は０まるびたろらし」・「…日の本の恋の盛りを頼み しものを」 となげかい， 「…恋

する人の上を聞かせよ」 とこいねがい， 「…よき友なりしかな． はろけき処女」 とおもいをひそめ

ている． 青春の無限漂泊が夢みただ≧薬那のすがたであろう． まして 「この里のをとめら…」・「わ

が恋を…」 の旋律にしても， 息づまるばかりのあこがれなのであった． ＜近代悲傷集＞の 「天っ

恋」・「やまと恋」・「世代の女」 の詞華としても， やがて結晶．してゆくものである． そういう定向

進化の系譜図は， 遜空の聖処女思慕をもって根幹とする． 母系家族のうちに生いたちをした， 環

境からの機制にちがいない， これでその終鴇まで孤絶の童貞に徹しきらせたのである． ＜死者の

書＞の中将姫は， ダンテの 「神曲」 のべァトリーチェ， シェークス ピプの 「ハムレット」 のオフ

－

　

２２

　

一



中

　　

塩

　　

清

　　

臣

ェリァ， ゲーテの 「ファウスト」 のマ←ガレットと， 同心円のうえにかさなるであろう． だがま

ぎれもなく遜空が， ダンテともシェークス ピプとも ゲーテとも， はなはだ異質のものであるとこ

ろは， 文学に破戒のパトス・罪悪のロゴスがないことである． 窮極のところ神道と キリスト教と

の座標軸のちがいに， もちろん根本要因があるわけだけれども…．

Ｖ

独逸には生れざりしも

一あはれ

　

我がめづる

りるけの集－．

　

ひとの集ゆゑに

　

悔いなくて，

　

我は読みけり一。
この年の

　

いたるまで－．

この年にして

　

なをまたのし

りるけの集．

ひとの集のよろしさ－，

悲しめど， 悲しみ淡く

よろこべど， むさぼることなし，

若き日のばへみやを 悲しめる

歌こそは， あはれなれ－．

　

麦の原に

　

木立ちまじり，

　　　　

フ

　　　　　　

コ

　

ダ

　

風車

　

青空にめぐる一…

　

あ 音や－…時過ぎてなるま

　

間え，

見わたしの国原は，

　

碧髭に

　

人を裂かしむ，

　　　

‐オモカゲ

どいつには

　

生れざりしも，

我は知る， りるけの愁ひ－…

我は知る， りるけすら恩ひ得ざりし

　

ちえこ・すらばきや人の

とこしへなる歎きを－

　　　　　　　　

（「近代悲傷集」）

　

リルケへこころゆきふれたことも， ア ドニシズムのけはいから ナルチシズムのたたずまいへ，

ついにはストイ シズムのいずまいに， ともにひとつ回廊をあゆむものだからであろう． だがリル

ケをこめて泰西の異邦人とは別途に， 東方のせまい門いくつかくぐりぬけて， 逼空がいたりつい

たのは 「艶」 の境涯だった． とくに還暦をすぎてからの創作は， この 「艶」 といわれるものの近

一

　

２３

　

－
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代の好典型として， ひときわ若やぎまさり花さびてゆく．

－あ ひとり

　

我は苦しむ． 種々無限清らを尽す 我が望みゆゑ

一車より降り来し女 美しき扇のぅへの

　

秀でたろ眉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヒイ

ーまさをなる林の中は

　

海の如

　

さまよふ蝶はせむすべもなし

　

このような純一かがよう静説の浄らかさは， 歌の 「円寂」 の至上境であろう． 客観から主体へ

回帰させて表現したときには，

きずつけずあれ

ーわが為は

　

墓もつくらじ一．

然れども

　

亡き後なれば，

すべもなし， ひとのまにまに一

かそかに ただ

　

ひそかにあれ

生ける時

　

さびしかりければ，

　

若し

　

然あらば，

よき一族の

　

遠びとの葬り処近く－．

　　　

ヒトソウ

　

そのほどの暫しは，

　

村びとも知りて

　

見遇し，
やがて其も

　

風吹く日目に

沙山の沙もてかくし

あともなく

　

なりなむさまに一．

かくしこそ一

わが心

　

しづかにあらむ一，

わが心

　

きずつけずあれ

　　　　　

（「近代悲傷集」）

　

歌と詩とふたつながらの巨匠うつしみの鎮魂曲， それも目撰の墓碑銘であった． ＜海やまのあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エビタフ

ひだ〉にさすらいつづけた鍛旅の哀愁も， く春のことぶれ＞ におよんで人生の春・芸術の春・理

想の春をいわいことほぐ寛容へ， さらにすすんで＜水の上＞・く遠やまびこ〉にかけて四諦へ，

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

いざなわれてゆくのであった． あまつさえよわい延びまさるにつれて， むしろいともあえかにし

らべは幽に， ゆめともうつつともなく艶だち花めく深さ潤さ喬さ…． 認識の角度のとりかたから

　　　　　　　　　　　　

・

　

・

　　　　　　

・

　

・

　

・

　　　　　　　　　　

えん

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ひろ

　　

ァこめ・

技巧の処理のしかたまで空前のもの． それをもって磨ぎ澄まされた解析をほしいま＞にし， 周密

にして強靭な構成をあまねくして， 鮮麗かぎりもなくぅづまきひろがる情念は， 絶後のものでさ

えもあろう． けれどもそういう芸術エネルギ←の全量は， 歴史の諸条件との激しい厳しい鋭い対

決の結果として， みちびかれたくわえられたものであることはいうまでもない．

　

たえず流動しつねに拡散しつづける， 明治以後の離反の生活事実のうえに， 辛うじて人間の立

－

　

２４

　

－



中

　　

塩

　　

清

　　

臣

場をたしかめ， ささえたもとうとする平衡感覚の究尋が， 釈逼空の芸術をかたちづくる， どうか

すると比輪というものは， 本質をはぐらかしがちであるけれども， しいていうならあたかも， 歌

舞妓の－博士は 「伎」 をもちいることはなかつた←演出のひとつ， 「見得」 にかようところの構
． ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

み

　

え

造をかたどる， さらにまた動詞で 「極まる」 ともいってし る， かの瞬間だけ進行を静止させて，

最大級のすがたとして， 印象づける方法へも通じている． 連続のなかばで非連続のカッティング

を，ととのえてみせるところに， こういう状況設定がもつ，生彩な効果の計算がある． この非連続

のポトズとは， 批判であり肯定でもあり否定でもあるし， もっと混沌末分の喜・怒・哀・欲でも

あろう， それを単に事象としてえがきわけるのでなく，′ひ象としてかもしだし照り映えさせてゆ

く． つまるところ 「間」 の追窮にある， 日本の芸能・芸術のうちで， 品位けだかく格式もふるい，

　　　　　　　　　　

ま

とみられているものほど，
「間」 というものの無限を間明している， 日本芸能史の組織化のバイオ

ニプにして，最高権威者である折口信夫が，深奥に体認して得た，絶佳玄妙の顕現にほかならない．

すでにこうした優雅な覚知の精神のありようは， たたえて 「７Ｅ」 と称されているとおりである．

　

これからとりわけ新規の律女様式として， 逼空の作品ことごとく特異の句読点をもつ． 独自の

Ｓｙｎｔａｘ なり Ａｃｃｅｎｔｕａｔｉｏｎ なりをあきらかにするために， 呼吸や思想の休止点をしめす必要から

である， ことばとことばの調子とを， 的確に女字にうつしとろうとするならば， 漢字 と仮名との

配合どころか， 字画の感触にまでも神経をはたらかし， ことになにかによりも自己の内在律を，

卒直に表現しきるためには， 現代の言語芸術家として， とりあえず一千年を超える短歌史のゴト

ストと，とりくみたたかわなければならなかった．くまなくゴーストの正体は， 博士に とって 掌

をさすように， わかりきっていたわけである． それだけにゴーストの 「悪」 を，，明るみにつかみ

だして， たたきふせなければならない， と同時に先覚者の責務としても， これにかわる課題解決

をはかって， 当然むくいなければならない． それで機宜の方便として， 句読法にこころを労する

ことを， てはじめにしたのである．

ー其は， 歌の様式の固定を自由な推移に導く予期から出てゐる． 五七五七七の形を基準にして，

　　

書きもし， 読み下しもする為に， 自然の拍子は既に変って居ても， やはり句跨りと思ひ愚、ひ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

くまたが

　

読んだり， 感じたりしている， 此は表示法から来る読み方の固定なのである． 私どもは・どう

　　

しても， 此だけは．， 我々の時代の協力によって救ひ出さなければならぬ， 歌の生命の為であ

　　

る． 我々の愛執を持つ詩形の， 自在なる発生の為である．

　　　　

（「海山のあひだ」の版）

　

もう第一歌集からテーゼは実践している， 様式に即しての操作ばかりか， すすめてしきりに本

質改造を， 麹望してやまなかったのは， 必然のことである， 島木赤彦の死・大正天皇諒闇にくれ

て， 昭和を迎える夜明け前のことだった． ひきつづいて有名な警告としての短歌滅亡論を放つ．

これにさきだっアンチ・アララギズム 活動どころではない． アバソ・ギャル ドのほこりすがすが

しく新時代の風雲に乗じ， 矩火たかくかざし笛ほがらかに吹きつづけた． それはいのちを賭けて

しりぞかなかった， 雄壮な強行突破だった．

ー私は短歌の滅びることを言ふたのは， 愛著更に， 新しきが為であった． 明日の文学を思ふか

　　

らであった， 更に新しい論理開発の職能を思ふからであった． 誰を激励しようとも， 呪阻し

　　

ようとも恩はなかった． 個々の作品の問題でもなかった． けれども誰が， 心から同感して，

　

相共に哀愁を催してくれたであらうカー・。

　　　　　

（「辻談義」）

　

さそってこういう憂慮に沈めてきたものは， つまり愚昧な歌壇の没知性だった． 古典詩形の滅

亡をさけ，ぷのも， 別離を側隠してやまないからである． 敗戦直後の桑原氏旋風にまきこまれた主

張が， まさ しくすべてそうであったように， 定見のないニヒリズムから， いたずらな呪阻・否定

－２５
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を， こころみるようなことが， どうして釈博士にとってできるであろう （「世々の歌びと」）．

歌に悶悶することの自省のあまりに，ともすれば惑溺へ脚を，ぅばわれがちなのを踏みかまえて．
歌の過現末をくわしく作図し， つぶさに可能を思料して， 生命示標をうちすえたのである． だか

　　　

かげんみ

ら徹定した科学主義により， 峻厳な知性開眼にもとづく．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

かい１ずん

一道なかに

　

人かへりみずたちつくす

　

道祖神と

　

われと さびしと言はむ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（「春 の こ とぶ れ」）

　

歌にロ語発想を実験して， 四句聯体の短詩形をみいだし， 短歌から派生したなけぶし， その変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

べ人たい

化のどどいつ・よしこの， また沖縄の琉歌までも， これとおなじ形式であることをおもひあはせ

て， とどのつまりそういう短詩形が，短歌から口語律の小曲を，発生させる主導契機になるであろ

う， と確信してきた． 歌の本質成立の史的展開を跡づけてきたところの帰納として…， 大正１２年

の沖縄行につづく， 関東大震災後の感じ方考へ方の縮尺である，１０数年して昭和１１年の琉球印象

が， 〈古代感愛集＞形成の回転軸としての「千瀬の浪」・「父の島母の島」・「沖縄賦」．・「古びとの

島」 の連珠から，「月しろの旗」・「海の賓客」・「佐敷按司」の三部作へ…， 好情詩から叙事詩のプロ

グレスヘ…．ところが日本に敗戦降伏という未曽有の現実が，もしもなかったとするならば， 追空

がたどった文学上の転機は， すくなくともこの第一次・第二次をかぞえただけにちがいない． け

れどもここに第三次をみとめなければならない． のちにあらたにく近代悲傷集＞が，国家，伝承・

時代の諸経緯をくぐりぬけて， 昭和のいのちの勧奨を華麗たぐいなく， うたいはなっようになっ

たわけである． それも急角度に作品のメカニズムも， 年輪の全円くるめくばかり晃蕩をそよい，

たとえば１１８行をっらねる口語の 「暗渠の前」 の長篇としてさえ， あらたな局面をみせてきたの

である． まとめられて糠乱の花環が＜現代艦複集＞となる．

　

「新体詩抄」 このかた近代詩・現代詩の基盤は， 古典との断絶・拒否に設定されてきているけ

れども， 釈逼空の芸術エネルギトは， 古典の翼にのって近代・現代を捌けぬけてゆく． すこぶる

唯一無二の超人として， 時空の意識からだけで律することができないものがある．

　

ー私は文学の目的を， 人生に於ける新しい論理の開発と言ふ点に据ゑて居る， 韻律女の本質問

　

題に就いて， この点に関心を欠いた従来の文学論の価値を疑ふて居る． 殊に求心的努力を，

　　

観照と表現上に要する短歌に於いては， 文学価値が専， 此点に繋って居る様な場合が多い．

　　

私は 「発想」 と言ふ語に深い用語例を持たせてゐる． 類型に陥ることの多かるべき短詩形に

　　

於て， 特殊性をおし立てる道は， この 「発想」 に拠らねばならぬ場合が多い． 個性表現と言

　　

ふのは， 個性に由る論理の展開を意味するのである． 共が根ね となるものは， 求心的な精神

　

活動である． …

　　

才子必ずしも新論理の開発に適してゐるとも言へないし， 叉此才分の発露にも遅速あるこ

　　

とも， 事実である． 才子は鈍根に還れ． 鈍根者は唯求心努力に専念なれ． 我々の歌は， 才を

　

超越し諭理を解脱して， 新な価値を開くものなのである，

　　　　　

（「鳥船」 第一集）

　

昭和１５年には紀元２６００年を祝うため，ＪＯＡＫ より委嘱されてかきおろした長唄「飛鳥」がある．
稀音家浄観が作曲して１１月１０日の夜に， 吉住小三郎によって放送された． この発展形象として交

響組曲化したのが， ２７年１１月に新橋演舞場で東おどり上演の 「万葉飛鳥の夢」 であろう． べつに

汗情詩篇の 「飛鳥の村」 もある （「古代感愛集」） が，「万葉飛鳥の夢」は日本の律文学史にてらし

一

　

２６

　

－



中

　　

塩

　　

清

　　

臣

てみても， まこと匹優をみないも のである， くりひろげられる魂魔のテクニックは， 日本語がも

　　　　　　　　　　　　　

ひつお１ぬう

つ機能の極限をしめす．

　

一…飛鳥風， 四方に響きて， 吹きおろす 音のさやけさ．

　

野のすだま， 山のこだまも， 声やめよ． 音のさやけさ． …

日の本の， やまとの国の万葉の， 古きしらべは， よみがへる， ああ， よみがへる．

大空を渡らふひびき， うちとよむ， あはれ

　

その音を聞け． …

（「万葉飛鳥の夢」・序曲）

すべて霊媒質のパトスのアラベスクである． とかく 年次をわけて古代・現代の区画をしがちな

ものだが， それはコンペソショナリズムとみるよりほかにない． 古代も 現代も均形等質のもの，

ともに同心円の軌跡をめぐるものとして， うけとめてゆく態度である． ましてひとつ次元のこと

がらとして， 形成工程の可能な方向軸がある， 超論理・先論理に属している． 愛の本質にもとづ

くものだからである． 古代と現代との絶縁は， 愛の喪失を意味する． わけても飛鳥の風土は， 遥

空博士の肉体のふるさ と， はるかいのちの倉げ世紀を夢みるのは， 文学 としても人間としても， や

はり必然でなければならない， それに神道をきわめ古道にのっとり， そこから生活の新論理を，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

しんどう

実現させようとする道統をつぐゆえに， いかにも自明のことであろう． 学術としてのく古代 研

究〉も， 芸術としてのく古代感愛集〉でも， ひとしく追空の

　

ｓｔｉｇｍａｔｉｓｍ にほかならない． それ

にしても博士みずから， とりわけ民俗学によるところがなかったなら， これほどまで に み ご と

に， 知性感性かねてふたつながら， 花ひらかせ実をむすばせる て だ て は， なかったかもしれな

い． とにもかくにも現代において理論をもたないということは， なんとしても耐えられないこと

だから．

成立は挽歌である条理のない作品でも， 葬儀の場でそのひとの朗詠吹込のレコードを聴けば，

どれよりも挽歌のよ 動こ聞きとられるものである． 幽明二元のあわいをまさぐろうとする心緒に

とって， ひとしおこのおもいふかいものがある． 「万葉集」 巻二・相間の山たずねの歌が， こと

さらそういう実存感へいざなうためでもあろうか． それでその歌は，

一葛の花

　

踏みしだかれて， 色あたらし， この山道を行きし人あり

源氏物語の発生学

１

　

伝承と創作と

－さてもこの源氏， つくりいでたることこそ， おもへどおもへど， この世ひとつならず， めづ

　　

らかにおばゆれ， まことに仏に， 申しこひたりけるしるしにや， とこそおぼゆれ． … 凡夫の

　　

しわざともおぼえぬことなり

　　　　

（「無名草子」）

　

日本文学の古典の軌跡は， すべてそうであるように， 現行本の 「源氏物語」 にしても， 数次に

またがる形成工程をもつ． まず内証方法として文献学から， とりわけ本文批評によって， こうい

う認識のしかたが可能になったわけである， と同時に外証方法として民俗学の立場から， この作

品の書契化以前および以後の関係とか交渉とかも， 構造史的に推原し整理されるよ

　

うになってき

た．

－

　

２７
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作品の内証方法には， やはりそれはそれだけの限界がある． そこで外証方法がとられてくるの

は， 必至のことがらにちがいない， ことに民俗学のうち言語伝承論が，組織だてられるにつれて，

それを煤質にして作品のメカニズムを分析し解釈をこころみ， その成立の根源意識の探索にまで

もふかまるにいたった． このとき先人末発の部門を載り啓き， 研究史のうえにエポックを劃した

学術体系は， ＜折口信夫 （釈追空） 全集＞３２巻にほかならない．

ー

　

いづれの御時にか． 女御・更衣あたまさぷらひたまひげるなかに， いとやむごとなき際に

　

はあらぬが， すぐれて時めきたまふありけり．…

　

…ひかる君といふ名は， 高麗人の愛できこえて， つけたてまつりけるとぞ， いひつたへたろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

こ

　

まうと

　　　

め

（「源氏物語」 桐壷）となむ．

－

　

光源氏， 名のみことごとしう， 言ひ消たれたまふ各おほかなるに， 「いとど， かかるすきご

　　

とどもを， 末の世にも聞きつたへて， かろびたろ名をや流さむ」 と， しのびたまひけるかく

　

ろへ ごとをさへ， 語りつたへけむ， （イ語りつたへたろ）， 人の物言ひさがなさよ．…

　

…若くなつかしき御ありさまを， うれしくめでたしと思ひたれば， つれなき人よりは， なか

　

なか， あはれにおばさるとぞ，

　　　　　

（「帯木」）

ひとまず 「桐壷」 も 「露木」 からも， 原文のはじめとおわりとを抄く． 作品としてもつフレ←

ミソグの典型を， みごとにかたちづくっているからである， 竹取物語で 「今は昔， 竹取の翁とい

ふものありけり． …」 をうけて， とじめを 「… とぞいひつたへたろ」 とつけ， 伊勢物語・大和物

語に 「昔， 男ありけり． …」 というような， 人物設定のしかた・時相規整のありようを， 温習し

ているわけでもある， してみると源氏物語の巻峡ごとのフレーミングは， 今昔物語のかきだしが

「今は昔…」， 「…となむ語りつたへたろとや」 をむすびにしているので， この名をよばれている

経緯と， ひとしいペ←スをたどろものであろう．

　

けれども今昔物語と源氏物語とでは， 存続のいきさつがちがう． 今昔はフランス語でコント・

ポピュレエル （民間説話） －英語のフォク・テェルズ－といっている範時のふでうつしだし， 源

氏はコント・リテレェル （文芸説話） という系列につながるものをへている． ただふたつともに

かようところの問題襖子は， かきだしとじめとが照応し映発してゆく様式， つまり作品形態が額

縁・恢め枢を擁していることである． だが前と後とからつつまれながら， 内側はどのようにでも，

　　　

ば

　　　

わく

文芸化の新機軸をゆるしてゆく． したがって 〈伝承＞とく創作〉とのからみあう生態が， 文化変

容のポレミックをはらむのである，

　

源氏物語を純創作とみとめるところに， 特定の作家個性がうかぷであろう， もとよりそれには

紫式部が，これまであてられてきている， だがプログレスは，終始してそうだったであろうか． ひ

とりの紫式部の執筆の完成によって， 源氏物語が現行本のかたちをたもっているのではない． 王

朝の貴族階級をあげて， 女房群から隠者層までをふくむ， 非特定の復員こぞって， かきうつしな

がら修訂をほどこし， 改制につとめてきたのである． ましてこのころには読書は， 転写のほかに

なかったのだったし， 教養範囲もまったく同一であったのだから， なによりもおびただしいばか

りの異本派生が， それをつぶさに実証しているし， いくたりかの作家推定についてなら， 考証学

．訓話学があつかっている，

２

　

紫の上系の認識

一２８「
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すでに源氏物語は紫式部プロパーからはなれて， 共同制作の場にうつされている．・だから成立

史に関しても 「桐壷」 と 「帯木」 とのあいだに， 「かがやく日の宮」 があったともいう （「源氏物

語奥入」）． たしかに断層がよこたわっていることは否めない， はるかのちに本居宣長がしたため

た機古の 「手枕」 は，「露木」につづける目的からだつた． 「匂宮」ｏ「紅海」÷「竹河」 の三帖はぅ

たがわれている，

　

－ 「弘安源氏問答」 にいふ， … 世にあまねきところ五十四帖， いま六帖は雲かくれの巻にあり

　　

といへり． このほか清少納言がっくりそへたろ巻々 「さくら人」・「さむしろ」・「すもり」， …

（古本 「山路の露」 識語）

　

「さくら人」・「さむしろ」・「すもり」 を， 清少納言がかきつづけたのだが， 東北院もろとも燃

えうせたとか伝説もある （「源氏物語古系図」）， 法成寺の艮（鬼門） にたてられたから， 東北院と

よばれたものだが，このむかいの雲林院白斑院の南に，′」・野箪の墓とならんで紫式部の墓がある，

とは 「河海抄」 にいうところ． だが謡曲 「東北」 では， 和泉式部の墓として戯曲化をとげている

（「女性と民間伝承」）．
－

　

紫式部善所は， 正親町南・京極西頬， 東北院にむかひて，はじめ藤式部といひしを，幽玄な

　

らずとて紫式部とあらたむ． また一説に， 源氏一部に紫の上の事を， すぐれてかきしゆゑに，

（「遠碧軒随筆」 上ノー）紫と号すともいへり．

　

紫式部は藤式部なるを，源語の若紫の巻をたくみにかかれしより，当時紫式部とよぶといふ．

按

　

るに式部は， 紫野雲林院の境内のほとりに， 住まれしゆゑの紫式部の名なるべし， 式部

の産湯の井戸， 真珠庵にあり． …（「余毛の硯」雪の巻・「孝経楼漫筆」 巻三）

　

とにかくあきらかに， 巻ごとのタッチは， ちぐはぐしており， それに男女はもちろん， 女女の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

たとこぶる

　　　　　　　　　　　　　

おん力．｛；み

構文法やら修辞法が， ずいぶん錯綜している．「桐壷」と「宇治十帖」とは， 光源氏の未生調・後日

調にえがきわけられて，光源氏の人間史をさしはさんでいるけれども，それが巻１朕の配列の順どお

りに，形成のプログラムをととのえてきたものではない．＜縦の並＞・＜機の並〉 といわれている

－「無名草子」 ・ 「河海抄」 ・ 「花鳥余情」 ・ 「湖月抄」 － プロット編輯にしたところが， 発生

の遅速はときに区々としている．

　

いま文献学で源氏物語を三部組織にわけて，その展開のしかたも三次以上にわたるとしている．

第一次は第一部の 桐壷から藤裏葉へ一３３帖だが， これでさえもメカニズムを分析し脈絡をたぐ

ると，〈紫の上系＞・＜玉置系＞のふたつの秩序にみちびかれてゆく． 紫の上系の巻たは，桐壷・

若紫・紅葉賀・花宴・葵・弾い・花散里・須磨・明石・露標・絵合・松風・薄雲・朝顔・少女・梅枝・藤裏葉

の１７帖， このほかにのこる巻々をもって， 玉置系に属させている， 紫の上系のあとから補綴して

ひとまず， 現行本にみられるような有機編制に， 二序をくりいれてきたものと説・く． すると縦の

並と紫の上系とは， なるほどに符契がひたとあう． それから紫の上系を擬して， ＜原源氏物語＞

と規定づける． だがこういう結論をさそひだすことができるとしても， 前提条件ことごとくみな

紫式部が， 作品化してのちの

　

ＬｅｔｔｅｒＡｇｅ に関しての事態処理でしかないであろう． それでどこ

までも作品機能を， 作家個性の表現に局限させている． だからどうしても問題意識は， よりさき

の次元へのばさなければならない． 紫式部が作品化するまでの

　

Ｎｏｎ‐Ｌｅｔｔｅｒ

　

Ａｇｅ

　

に， この物語

の内部発展は， どのような軌跡をくぐってきたのであろうか． 創作の場をみちびきながら， ひろ

がってきた伝承動態の時空座標について，さぐりをいれてゆくことである，

一

　

物語などもとめて見せたまふに，げにおのづから慰みゆく．紫のゆかりをみて， つづきの見
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まほしくおぼゆれど， 人語らひなどもえせず． … 「この源氏の物語， 一の巻よりしてみな見

　

せたまへ」， とこころのうちにいのる．

　　　　

（「更級日記」）

＜紫のゆかり〉はヒロイン紫の上にちなむわけだが， ここはかさねて巻峡としての 「若紫」 を

もさしている． 紫の上とは数・藤袴・真木柱・若菜上下．・鈴虫・夕霧・御法・匂宮・総角・蟻蛤

の巻々でいっているが， 末摘花に 「紫の君」 それから末摘花・若菜上下・竹河の巻では 「紫のゆ

かり」 ともよんでいる．「紫式部日記」 の 「あなかしこ， このわたりに， 若紫やさぶらふ」 は， 作

品 「若紫」・ ヒロイ ン 「紫の上」・ 作家 「紫式部」 のモンタージュ． ところで＜紫のゆかり〉と

名づける由緒はどこにあったのか．

－源氏物語の若紫の巻を作れるによりて， 紫式部と号く…．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（群書類従本 「賦光源氏物語詩」）

源氏物語を称して＜紫の物語＞・＜紫のゆ力、りの物語＞， と更級日記・原 中最秘抄にしるす．

＜源氏の物語〉 とは紫式部日記・更級日記でいっている， やはりとりわけ更級日記でもわかるよ

うに， ふたとおりのよびかたは通じていたのである． ＜光源氏＞・＜光源氏物語＞・＜光源氏の

物語＞， と紫明抄・源氏一品経・慰み草等にかきとめてもいる． 文献学より紫の上 系 をも って

＜原源氏物語〉とするのであるが，すでに四十年をさかのぼって，民俗学の立場から演輝して， 折

口信夫博士は犀利な洞察のもとに，そういう断案をくだしている．＜原源氏物語＞を＜紫のゆかり

の物語〉としてつきとめているのだが， 姫物語としてのく紫の物語〉から彦物語のく光源氏の物

語〉へ， 異質の構造展開は 「若紫」 の巻に回転軸があることをさぐりあてた． 若紫の 「若」 とい

う観念内容には， より先足ぢｅが存在したことも意味づけてある． 式部を契機にして紫の物語のメ

　　　　　　　　　　　　　　

ブロト・タイプ

カニズムが， 質において量においてもたかい次元の光源氏の物語のシステムに， 紫のゆかりは桐

壷の更衣から藤壷の女御ヘ，それからその姪の紫の上へ．つまり三重のメタモ←ルフォゼをつみか

さねて，光源氏の物語のヒロインとしての系譜が綾なされてゆく，源氏物語の＜源氏〉とは臣籍に

降下した賜姓皇統一王氏をさしている．他氏の藤原家の摂関職政治のときに，かつて皇統一王氏が

さかえていたころを，調うところに源氏物語の本質がある． それに現行本の源氏物語は，彦物語と

姫物語とふたつともに絢い交ぜにしてある． 紫のゆかりの物語というような， 前代様式をうけつ

ぐものを設定してかかると， 光源氏がおもてだっさきに， 藤壷一紫の上の序列を診う説話法が，

浮き彫りになってくる， 王－神子一皇子→を主軸にすると， 彦物語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　 　

　

　

　　

　　　　　

神女一皇女－の路線をたどると， 姫物語としての藤壷一紫の上調へ．たらしひめ

　

‘あれおとＪ′・

女－野宮→斎宮・斎院－の資格に即してあったわけであるから， ふ

彦物語としての光源氏調へ， 女王

王は神授若子・女王が常処
ひこみこ

　

ぁま

　

つわく

　

ご

　　　

ひぬみこ

　　

とこお

ふたりが交渉づけられてきた関

係位相は， 聖母子信仰につらぬかれた無原罪受胎調にもとづいている． だがついに結婚等級をみ

だす， 近新相姦－ 「天つ罪」 のひとつ （祝詞式） －として， みとめてきたタイミングから， 源氏

　　　　

ねや

　

にた

　

わ

　

け

物語・の価値体系が創造され，「罰」 の認識諭をさそうようになってゆく． これが古代王朝の皇室秘

話として， かたりつがれもてはやされ， 破倫の藤鑓怪事件が同一ヶ←スの三宮事件となってゆりか

えし， 三代にわたる系図小説風にととのえられたのである，ＩＪ′ン

　

・

　

フレープ

３ 源氏物語のトポロジー

　

「ひかる源氏・かがやく藤壷」

いざなわれて 「若紫」 にのびてゆく

と対偶によびならわしている （「桐流」）， 「かがやく藤壷」 から

， 藤壷は 「かがやく日の宮ときこゆ」 と本文にある． それで

－

　

３０
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塩

　　

清

　　

臣

「桐壷」 の巻の異名を， 「かがやく日の宮」 ともいっている，

　

－

　

こころのいとまなく， おぼしみだろ 人の御あたりに， こころをかけて， あながちなるゆ

　　

かりも， たづねまほしきこころも， まさりたまふなるべし。 … 「恋しくも， また見おとりや

　

せむ」． とさすがにあやふし．

　　　

手につけていつしかもみむ紫の根にかよひける野べの若草

　　　　　

（「若紫」）

　

まさしく 「紫のひともとゆゑに」（「古今集」 巻１７の８６７・「古今六帖」・「源氏物語」東屋） である．
桐壷の 「桐」 も藤壷の 「藤」 にしても， 紫だっ花であることにはかわりがなし・．

　

一… 「…この躯をもわかくては， 宮づかへなどせさはべりて， …越の国の司におはせし御むす

　　

めに， 式部の君と申しし人の， 上東門院の后 （きさい） の宮と申ししとき， 御母の鷹司殿に，

　　

さぶらひたまひし局に， あやめと申してまぅではべりし●……」，…

　　

… 「式部の君， たれがことにか」， と問へば， 「紫式部とぞ， 世に申すなるべし」。 とし、ふに，

　　

「それは， 名高くおはする人ぞかし。 源氏といふめでたき物語つくりいだして， 世にたぐひ

　　

なき人…」，

　　　　

（「今鏡」 の序）

　

紫式部につかえてあやめとみずからとなえる姫が， く今鏡＞の話し手一狂言回しというわけで

ある． あやめ （菖蒲）も紫のゆかりのいろ， こういう人物設定におよぼす副意識は， やはり巧ま

れたプロジェクシ ン に よ る の で あ ろ う．

　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　

たく

　

今鏡のあやめにつらなってゆくものに， 源頼政夫人になったときこえる 伝説のヒロイ ン， 「菖

蒲の前の事」 がかたられて＜源平盛衰記＞巻１６にある． 頼政にまつわる和歌功徳調のかたちをと

っているけれども， そういう説話管理はもとより菖蒲の前の側にあったようである，
－

　

鳥羽の院の御うちに， 菖蒲の前とて世にすぐれたろ美人あり． …頼政， かくつかまる，
さみだれに沼の石垣水こえていづれかあやめ引きぞわづらふ

　

と申したりけるにこそ． 御感のあまりに… 「これこそ菖蒲よ． とく汝にたまふなり」， とて顔

，

　

政にさづけさせたまひげり． … 「歌の道をたしなまん者， もっともかくこそ 徳をば顕はすべ

　

けれ」，… まことに頼政と菖蒲とがこころざし， 水魚のごとくをこして無二の心中なりけり， …

　

伊豆の守仲綱は， すなはちかの菖蒲が腹の子なり．
それにしても菖蒲の前と頼政とのむすびつきは， この歌に即して決定的な紐帯を， もつもので

もなかったのである． というわけはまったく境遇配置をかえて，
一

　

沙石集に，故鎌倉右大将家，都より菖蒲といふはしたもの， 美人なりけるを召しくだし， 隠

しおかれしを， 梶原三郎兵衛尉にたまはりしとき，

　

まこも草あさかの沼にしげりあひていづれあやめとひきぞわづらふ

　　

とよめることを書せり

　　　　

（「倭訓梁」）

　

歌によって 「あさかの釆女物語」 のメカニックから， 類縁をひいてし・ることは理解がとどく
．
，

倭言Ｊー！某はこの伝説を考証して，

ー

　

沙石集は無住法師が作にて，三郎兵衛尉はその兄景茂なれば，世にこのことを源頼政， ぬえ

　

を射 し賞に， 官女菖蒲の前をたまはりしといふは， 誤なりといへり．

　　　

伊豆加茂郡河内山の堂といひしは， 菖蒲このところに， 尼となりて住めりといひったへ

　　　

しも， 「大著聞」 には河内山を仲綱の領知なりといへり．

だから頼政の恋愛調としてでなく て， 鶴退治の恩賞の件に託してかたる， バァリェイショソも

あったのである， 尼となった菖蒲の前についてのフォ クロアは，

－

　

３１－



折口信夫（釈巡空）の芸術・学術

伊豆賀茂郡河内の山の堂といひしは， 三位入道と菖蒲の前との木像をあがめしところなり．

頼政討たれたまひてのち， 菖蒲の前尼となりて， このところにひき罷りおこなひけるとなり．

（「新著聞集」 六）

　

－

　

伊豆の国へいきたりけるに，…山の堂と名づく古寺あり． …仏壇の脇に法師と尼公，ふたり

　　

の木像をあらはしおきたり， … 「これは頼政・あやめ夫妻の像なり． … 伊豆の守正五位源朝

　　

臣仲綱と申す人， 伊豆の国を知行し， … 父母の菩提寺を末代にのこしおくべきとあって， …

　　

この寺を建立し， 頼政・あやめの前父母を， 木像にあらわしたてまつらんと， …てづから作

　　

らしめたまひぬ」 とかたる．

　　　　

（「見聞軍抄」 五）

　

のちには明和二年 （１７７２） 版の鱗形屋黒本 「菖蒲前現在鶴」 三巻， それから寛政四年 （１７４２）

版の黄表紙 「鶴頼政名歌芝」 三巻 南仙笑楚満人作・勝月！春期画一がでている， でも菖蒲の前の

墓なら， 伊豆とばかりもかぎらなかった．

　　

……蒲原郡竹ノ町村浄福寺ニアリ． 源三位頗政ノ簾中ナリ．

（広文庫 「越後土産」 初篇）

それに蒲原郡は中世の女性唱導派 「…前」 ・ 「…御前」 の出目をゆるすところである． この尼

は歌比丘尼たちの先膜をあゆむ． 「…前」 ・ 「…御前」 は遊女名をしめすものだったのだから，

菖蒲の前もただひとりだけとはかぎらなかったのである．

　

とくに頼政夫人にことよせて，

　

解釈

の統一をはかった形跡さえもある． ＜恨之介草子＞

　

にはあやめという女が，「君が代は千代に八

千代をかさねつつ巌となりて苔のむすまで」， と隆達節でうたって喝釆をうける よ

　

う す を しる

す． これとくあやめぐさ＞の著者の女形芳沢あやめの芸名も， もとづくところ無縁のものではな

し・．

　

あやめ （菖蒲）を土「くちなはの名なり」 とく八雲抄＞にとどめている，「菖蒲 者 水 精 也」 とも

く本草和名〉にいう， してみると 「くちなは」 が，「水精」 となるわけであろう， くちなは

　

Ｋｕ‐

ｔｉｎａｗａ がふちなは Ｆｕｔｉｎａｗａ の音価流動、 ふちなはがふちなみ

　

Ｆｕｔｉｎａｍｉ

　

と同語である． 蝦を

くちばみ Ｋｕｔｉｂａｍｉ ともいってゐる （「徒然草」）． ふち Ｆｕｔｉ・くち Ｋｕｔｉ はぶち Ｐｈｕｔｉからの変

化で， なは ｎａｗａ・なみ

　

ｎａ・ｎｉ・なび ｎａｂｉ・ばみ

　

ｂａｍｉ

　

は， 蛇体表象に帰するのである． ぅは

ばみ

　

のばみにしてもこれ…． はぶ

　

ｈａｂｕ ４まび

　

ｈａｂｉ・へび

　

ｈｅｂｉ・はみ

　

ｈａｍｉ・ はめｈａｍｅも，

ことなるところがない（「全国方言辞典」）．ぶち一ふち（淵）→ふぢ（藤・葛）の工程に， 蛇体と藤蔓

との形態感覚をかよはせ， ひとつの水の哲理をうけとめてきた心意伝承に根ざす． だからふちな

みのながれということは，リ陀族の子孫・水精の末蕎を意味している． ときとしてあやめは，「花」
．

　　

・

　　　

・

　　　

．

　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　

．

　　　

‐

に民俗要因をもつにさきだって，「根」にたもたれていたのである． 根では蔓との観念聯合がひと

きは明瞭であろう．

一あやめぐさあさかの沼にひきつれど思ふばかりのねこそかたけれ

（「千五百番歌合」・３６９番）

五月五日， …あやめの長根を， おくられける返 しごとに，

　

一君を恩ふこころの底の深さにやかかる菖蒲の根をやどしけむ

　　　　

， （「秋篠月清集」）

　

ーあやめぐさ根ながきいのちつげばこそげふとしなれば人のひくらめ

　

（ｒ古今六帖」１）

　

これから＜恨之介草子〉で遊女あやめが，「君が代は…」をうたう所縁もたどられるであろう．

菖蒲は根に水精の児術的機能をやどしていたので， くちなはとよばれる可能性をとどめてきたの

である． 「今鏡」 のあやめのうまれたのは， 五月五日という前提にたつ．

　

３２

　

一



中

　　

塩

　　

清

　　

臣

謡曲 「杜若」′は女物だが，

　　　　　

かきフ；また

－ シテ詞 「…さすがにこの杜若は， 名に負ふ花の名どころなれば， 謡 「色もひとしほ濃紫の，
なべての花のゆかりとも思へなぞらへたまはず して， とりわき眺めたまへかし．

　　

… シテ詞「伊勢物語にいはく， …ある人かきつばたといふ五文字を句の上におきて， 旅のこ

　　

ころを詠めといひければ，謡「唐ごろも著つつなれにし妻しあれば，詞

　

「はるばる来ぬる旅を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　

しぞおもふ， これ在原業平の， この社若をよみし歌なり，

　

文政１１年 （１８２８） 版の合巻本「杜若紫再咲」（かきつばたゆかりのにどざき）６巻は， 二人次郎左

術門・万寿屋八橋と角書している， はるかくだって明治９年に近世芸能の八功神をまつり， 総社

号をたたえて 「音律和霊神」 といったうち， 小野於通の神号は 「紫能名太可比売神」 だった （岩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もらさぎの

　

力だ

　

か

　

ひ

　

めのかみ
波文庫本 「声曲類纂」）． ここで 「紫…」 をとなえてくる主導契機は， 紫式部と小野於通との同族

関係の確認にまつ． べつに紫明神について菅江真澄の＜雪之出羽路＞にかきしるしてある． また

安芸の賀茂郡の安志乃山の僅伝として， あし山寺という巨利に紫式部が詣でて， 池に社若をうえ

　　　　　　　　　　

志

　　

しの

　

やま

たが，いまでもその種は絶えない，とく芸藩通志＞巻八にみえている． この紫式部と杜若とをむす
ぶモチイフから，’仕若の前が女徳天皇の妃という伝承ともつながってゆく． さすらう女流文学者

の系譜がたぐられるであろう， さらに平将門締調にからまる桔梗の前・桔梗姫・桔梗御前も， こう

いう唱導派の性格序列にみちびかれているばかりか， 菖蒲も杜若も桔梗もひとしなみに紫のゆか

りだった，

　

一紫のいるにぞ匂ふ杜若ゆかりの池もなつかしきかな

　　　　

（「拾玉集」 巻２）

　

－紫のいるにいでてはいはねども草のゆかりを忘れやはする

　　　　

（「二条院讃岐集」）

　

もとく紫〉は水精一みつは・みのめ・みるめ．・みぬま→みづちをさす忌詞だった， よどみ湛え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いみことば
た深薄一瀞一の視覚をうつす．「中臣天神寿詞」に徴験がみえるであろう． 転じて 「淵」 のメタフ

オアが 「藤」 へ． 中臣氏からの支族藤原氏がとりわけ不比等から， 宮廷での聖職主掌に任じてく

る．

ー紫のゆゑにこころをしめたれば淵に身なげむことや惜しげき

　　　　

（「源氏物語」 胡蝶）

　

「藤三娘」 光明皇后このかた藤原出目の高貴の女性は，「かがやく日の宮」 のイメージのコロナ

につつまれている （「続日本紀」天平元年８月２４日立后宣命）． それを 「王氏」 －女源氏一に孫案，

移調させ， あらたに造型化をこころみてきたのが， 藤式部→紫式部の創作能力・前衛感覚という

ことになろう． ときに藤壷の直哉のモデルは，上東門院藤原彰子にちがいない．現に〈栄花物語＞

に 「かがやく藤壷」 の巻がある． 清少納言が藤原定子をえがきあげたのと， 方向軸においてはす

こしもかわりがない （岩波文庫本 「古本説話集」・「無名草子」・「河海抄」 巻１・「花島余情」 巻１

・「賀茂斎院記」・刊本 「世継」）．「ひかる」（光）・「かがやく」（輝）は最高至上をうたう美辞， こ

の次級讃詞が 「にほふ」（匂）・「かほる」（薫） である． そういうロゴスから作中人物を象徴づけ

てゆく．「源氏物語」 は架空の天皇四代一桐壷・朱雀・冷泉・今上一にまたがって， 源氏および女

源氏がかなでる悲槍交響楽……．「いづれの御時にか……」 と正統派の説話法に準じて， 条件設定

はかなり紫式部のころよりさかのぼらせてある． ＜寛平御遺戒＞からく李部王記＞をへて＜貞信

公記＞・＜西宮記＞の成立にわたるころであるう， だからさまざまの時事点描に 徴しても フィク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アクチュアリズム
ションがめだっ． 紫式部の＜ひかる源氏の物語〉に対して， 清少納言は＜くもる藤氏の物語＞を

したため， 焼却処分にしてからく枕草子＞をつくる， と吉野吉水社蔵落書にとどめている． いっ

－
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折口信夫（釈道空）の芸術・学術

ているすぢみちには矛盾があるけれども， いわぅとしていることがらはうなずける． ＜大鏡＞は

源氏が藤氏の外戚となったことについて，

ー

　

世の中にはいむこしへただいまの国王・大臣， みな藤氏にてこそおはしますに， この北の政

　

所 （道長夫人倫子） ぞ源氏にて御さきはひきはめさせたまひたる． …

　

（「大鏡」 下巻）

つづけてことばを源倫子と藤原彰子とによせて，

一

　

春日の御前なる物の， 源氏の氏寺 （東大寺） にとられたろを， よからぬことにやと， これ

　

をもそのおり世の人申しし．

　

藤家への苛烈な拒絶精神からであろう． ＜大鏡＞の端書に， 「皇后宮大夫殿 （源雅定）， かきっ

　　　　　　　　　　　　　

アンタゴ

　

ニ

　

ズム

がれたる夢なり」 とつけしるす． 雅定は大鏡をあらわしたひとりともかぞえられ， 村上源氏のな

がれをくむ． 大鏡をうけて＜今鏡＞がいうところ，

【

　

藤なみのながれの， 栄えたまふのみにあらず，みかど一の人の御母方には，ちかくは源氏の

　

君だちこそ， よき上達部どもはおはすれ． 堀河のみかどの御母賢子の中宮は， おほとの （藤

　　

原師実） の倫子とて参りたまへれど， まことは六条

　

Ｇ原顕房） の右のおとどの御女なり． …

　

そのゆかりのありさま， みなもとをたづぬれば， い とやむごとなくなむはべる．

　　

村上のみかどの御子に， 中務のみこ （具平親王） と申ししは， フ 条の宮とも後ノ中書主とも

　　

申す， この御事なり， …… その御子に土御門のおとどと申ししは， はじめて 「源」 の姓得さ

　

せたまひて， 師房のおとどときこえさせたまひき． 御身のざえも高く， 女つくらせたまふか

　　

たもす ぐれたまひて…はべるなり．

　　　　　

（「今鏡」 巻７・村上源氏）

４

　

氏

　

の 長 者 護

右衛門督公任

　　　　　　　

きんとう

　　

左大臣のむすめの中宮 （上東門院） の料に調じはべりける扉風に

一紫の雲とぞみゆる藤の花いかなる宿のしるしなるらむ

　

、

　　　　

（拾遺集巻１６の１０６９・「前大納言公任り即集」・「玄々集」・「新撰朗詠集」・「今昔物 語」 巻

　　　

２４の３３）

　

この歌が＜栄花物語＞かがやく藤壷の巻の展開軸になっている． 光源氏のモデルとして部分的

にではあるが， 公任も とりこまれている．

一紫はなべて位のいるなれば濃きも淡きも上衣なりけり

　　　　

（「古今六帖」）

　　　

陽明門院はじめて后に立たせたまひげるを聞きて

　

一紫の雲のよそなる身なれども立つと聞くこそぅれしかりけれ

　

（「後拾遺集」巻７の４６０）

　

王朝のころ紫は禁色だった。 染色処理が舶来技術だったから，「紫の名高の浦…」（「禽葉集」巻７

　　　　　　　　　　　　

きんじき

の１３９２） とつづける序詞構成をみちびき，「…袖のみふれて寝ずかなりなむ」 へひろがえす表現法

もさそってゆく． 易の乾卦の上九は天皇位をかたどるので， 日本紀にはく天皇霊＞ （すめみまの

みたま） を， ＜乾霊＞ともかきとどめてある． 乾霊が＜天皇身＞（すめみま） にふりつかなけれ

ば， く天皇位＞ （あまっひつぎのみくらい〉に即くことができなかった． 天皇位に対して色を配

てるのに，紫をもってしている． だから唐制を模して，紫門 （「孝徳紀」白雑元年の条）・紫宮 （「元

明紀」 和銅元年の条）・紫庭 （「続日本紀」 仁明天皇承知７年６月の条）・紫微宮 （「三代実録」 清

和天皇天安２年８月２７日の条） ともいっている． 紫哀殿は大極殿－紫哀北極一紫極－， この中央

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

だいごく

に高御座がある． ＜延喜式〉によると天皇の衣笠は， 伊勢神宮・ともどもに紫である （「祝詞考」）．

－

　

３４

　

－



中

　　

塩

　　

清

　　

臣

　

一紫の色濃きまでは知らざりき御代のはじめの天の羽衣

　　　

， （「拾遺愚草」）

　

もちろんｉ申卦の上六は皇后位だが， ひとしく紫をあてていた． 唐制では後宮を紫房といってい

る，

　

一紫の匂ふ藤波うちはへて松にぞ千代のいろは （イ， も） かかれる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（「朝忠集」・夫徳４年内裏歌合九番）

　

一紫のいろの深きは水底にみえつる藤の花にざりける

　　　　　

（「第恒集」）

　

ー紫の雲のしるしの花なれば立つ日も同じ岩の藤波

　　　　　　

（「拾遺愚草」）

　

－紫の裏うちなびく藤の花千代の松にかけてこそみれ

　　　　

（「兼盛集」）

　

「紫の雲」 は皇后位をかたどり（「八雲御抄」），藤をもって象徴させてある． そこでく紫のゆか

りの物語〉は， 御名代部→私 （后） 部の伝承系譜に， 属することをうかがわす，

　

源氏物語は中篇小説と歌物語とが統合・複副ーしてきた結集版である． 中篇小説は 「家」 をセッ

テソグにして， さる人物の一定期間の行動， ある事件にからむ哀歓抄をあつかう， 古代の家々の

纂記でのちの本系帳式のもの， それから国々の語部がもつ実録風のたぐいの脈理をひく． 源氏物

語の＜縦の並〉というのにあたっている． それで逸話を骨子としたく横の並〉は歌物語の序列か

ら． 日本女学の彦物語と姫物語とでは， 性別による管理工程がちがう． 藤式部→紫式部がととの

えてきた女房文学より以前に， たぐってみると弁の尼・小野の尼というような－たとえば 「紫の

尼」 とでも名のる－女性伶人が， 姫物語をたずさえて回っていたのである． 紫式部は姫物語とし

てのく紫のゆかりの物語＞を， かきとどめたのにちがいない． したがって現行本のく光源氏の物

語＞の芸術組織は， 紫式部より以後の形成にもとづくことになるであろう．

　

＜光源氏の物語〉は王氏の長者調である， それにはく貴種流離調＞を前提としている， スタイ

リングまでも定型律どおり． 須磨・明石の巻を契機にして， いちじるしく光源氏の人間発展がめ

だっ． 青春像を理想化させるためには， 副因ー与件として紡錘・漂泊・遍歴のプログラムが要る．
禁忌を犯して 「天っ罪」 をあがなうかたちにととのう． これが悟性的になれば， 色繊悔物へおも

むくのである， しだいに長者調にハイライトをあっめてきたので， 小説の機能からは効果的な技

法というより， とらねばならぬ呪術的宗教的な生活法として， 聖職付与にいたるまでの試練のプ

ロセスをうつしだす。 まして氏の長者調では人物去来の経緯が， 家および家格に集注さ れてく

る． ふたつの家格がせりあうのは， その家にまつわる精霊たちのたたかいにある． 氏の上ふたり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

力・み

のあらそいをめぐって， ともにするどく対決 している家霊を， どうさばきとりあつかわれるか，

ここにすこぶる社会関心がかかっていた．閥族史観が物語の主題にもちいられると，＜もののけ＞

一御霊ｏ生霊・怨霊・死霊・悪霊一さえも血縁・地縁をひいてうけつがれてゆく， と同時に氏の

　

ごりよウ

　　　

し・守りよう

　

おん

上を規定づける一次条件は， ＜色好み＞をもって実質概念とするようになる， こういう人間エネ

ルギーは， どこからどのようにして， 具象化してくるのであるか． 窮極のところ＜たま （霊） ＞

の発現作用にある． からだにほかの霊をふりつけてくれぱくるほど， 人 （一神・家） 格はひるが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

たま

りをもち徳望がふえてゆく． それに女人は他家の霊媒質とみなされていたので， 結婚によって異

系列の家霊をこちらにおびきよせ， あわせて支配のもとにおけるという事態になろう． この可能

経験をくりかえすにつれて， 量から質への価値転換をくわえつつ， 人格一霊威・権勢－の増大を

ともなうのである， 大国主命と力仁徳天皇とか名詮自性ともにしめしている． これが＜色好み＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

みようせんじしよう

の基本テーゼであり， そういう伝承典型としての光源氏でもある．

　

さらにくたま （霊）＞にからみついている， もうひとつの問題意識は， ＜たから （財）〉 につな

－３５
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がっている． 女人－ことに王氏一には資産がうしろについているのである． 六条院は六条の御息

所の奮邸だったし， 女三の宮には朱雀院とこれをまかなう荘園がある． 六条の御息所が生霊・死

霊となって， 光源氏にしつこくたたるのは， 御息所の財だった六条院を， 光源氏がぅばつたから

でもある．御息所が年上の女－姉女房－としての，うわなりねたみのためばかりではない． のちほ

ど六条の御息所の生霊をえがきだす謡曲「葵の上」，またそれが死霊として 魔道にくるふ 謡曲 「縞

天狗」 が，かすかにではあるけれども，このトポロジ←にせまっている． 光源氏が女三の宮をあず

かるようになる心理の綾には， 朱雀院ぐるみ周辺にあるものをねらっていたことは否めない， 光

源氏のｆ固有に属するのは二条院だが， ところでこの理財家の票賦をひらめかす叙述が現にある．

　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　

びんぷ

－さぶらふ人々よりはじめ， よろづの事みな， 西の対 （紫の上） にきこえわたしたまふ． 領じ

　

たまふ御

　

庄・御牧よりはじめて， さるべきところどころの券な ど， みなたてまつりおきた

　　　　　　　

み ようみさう）みまき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

けん

　　

まふ． それよりほかの御倉町・納殿などという事まで， 少納言をはかばかしきものに見おき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

みくらまち

　　

をきめどの

　

たまへれば， 親しき家司ども具して， 知らしめすべきさまどものたまひ預く．

　

（「須磨」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おつ

　

だから愛と財と形而の上下 ふたとおり－恋愛護と富貴詔と一にかけて， 色好みの理想像のロマ

ン展開が雌りつけられてゆく．

－－
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